
1.参加者所属機関名（表1）

2.今回の研修会受講のきっかけについて（複数回答）

3.研修の満足度について（図２）
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本研修参加者100名より44名から回答を得た（回収率44％）

人数（人）所属医療機関名

アンケート結果

筑波大学附属病院 17

合計 100

「満足」が24名（55％）、「とても満足」が14名（32％）を占めた。

茨城県立中央病院、総合守谷第一病院、茨城西南医療センター病院、土浦協同病院、筑波記念病院、
まちの看護ステーション 各2

土浦訪問看護ステーション、あけぼの薬局、ひたちなか総合病院、東京医科大学茨城医療センター、龍ヶ崎済生会病院、
ウエルシア薬局、東京大学医学部附属病院、グリー薬局、クオール薬局つくば桐の葉モール店 各1

Zoomアカウント不明 6

志村大宮病院

筑西診療所 13

きぬ医師会訪問看護ステーション、日立総合病院 各9

「がん医療に多く携わっている」と回答した方が29名（19％）、「がん患者ケアをスキルアップしたい」27名（17.6％）、「がん医療に興味がある」23名
（15％）と上位を占めた。

7

訪問看護ステーションはなもも、ウララ訪問看護リハビリステーション 各6

南山堂薬局つくば本店、水戸済生会総合病院 各3
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がん医療に多く携わっている

がん患者ケアをスキルアップしたい

がん医療に興味がある

がん患者のケアに悩んでいる

がん患者ケアに苦手意識がある

おもしろそうだったから

担当講師の話を聞きたかった

その他: 

がん関連の専門資格取得を目指している

友人・同僚に誘われた

上司の勧め

満足

55%
とても満足

32%

どちらでもない 11%

やや期待はずれ

2%
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4.次回以降の本研修コースの参加について（図3）

5.今回の参加方法について（図4）

6.あなたの参加方法でよかったと思う点について（複数回答）

良かった点について、「気軽に参加できる」の回答が41名（21.6％）、「聴講しやすい」の回答が35名（18.4％）、「移動時間が節約できる」
の回答が28名（14.7％）で上位であった。

次回以降も参加したいかの質問に対して、「是非参加したい」22名（50％）、「予定が合えば参加したい」11名（25％）、「テーマによっては
参加したい」10名（23％）であった。

「オンライン参加者」30名（68％）、「会場参加者」14名（32％）であった。
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気軽に参加できる

聴講しやすい

移動時間が節約できる

スライドが見やすい

講師の声が聞きやすい

周囲に気兼ねせず参加できる

いつもの研修より疲労感が少ない

受講準備がしやすい

充実感が高い

質問しやすい

ディスカッションしやすい

他の受講者と交流できる

その他: 
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7.あなたの参加方法で改善が必要だと思う点について（複数回答）

２０～２４歳２５～２９歳３０～３４歳３５～３９歳４０～４４歳４５～４９歳５０歳以上 未回答

～２４歳 ～２９歳 ～３４歳 ～３９歳 ～４４歳 ～４９歳 ５０歳以上 未回答

2 1 1 0 1 1 3 0 9 20.5%

0 1 0 1 0 0 2 0 4 9.1%

0 2 1 0 1 0 0 0 4 9.1%

0 2 1 3 0 1 1 0 8 18.2%

0 0 2 1 4 2 9 0 18 40.9%

0 0 0 0 0 0 1 0 1 2.3%

人数 2 6 5 5 6 4 16 0

割合 4.5% 13.6% 11.4% 11.4% 13.6% 9.1% 36.4% 0.0%

改善が必要な点について、「質問しにくい」と回答した人が11名（23.9％）、「ディスカッションしにくい」と回答した人が10名（21.7％）で
上位であった。

項目 理由 職種

内容

予定時間の超過 看護師
資料がほしい ソーシャルワーカー
自身の顔を表示するタイミングを逃してしまい、何となく気まずい感じになった 看護師
オンライン受講中、子供からの声掛けがあっても集中できる環境作りと集中力 看護師
オンラインに慣れていない 看護師

小計

小計

44 100%

医療従事者年数10年以上の参加者が18名（40.9％）を占め、次いで医療従事者年数1年未満の参加者が9名（20.5％）、医療従事者年数5～10年
が8名（18.2％）であった。

未回答

１０年以上

５～１０年

３～５年

１～３年

１年未満

8.年齢とがん医療従事者経験年数について（表2）
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質問しにくい

ディスカッションしにくい

他の受講者と交流しにくい

受講準備が大変

周囲が気になる

スライドが見にくい

移動時間が長い

充実感が低い

講師の声が聞き取りにくい

聴講しにくい

参加のハードルが高い

いつもの研修より疲労感が強い

その他: 
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9.あなたの職種について（図5）

10.今後がん医療に関する研修会で取り扱ってほしいテーマや、研修会に関するご意見、ご要望、感想などについて

■研修会で取り扱ってほしいテーマについて

■研修会に関するご意見、ご要望、ご感想について

44名中、看護師が26名(59.1%)を占めた。

項目

内容

スピリチュアルケア、終末期の家族ケア、身寄りがない患者に関する内容 看護師
スピリチュアルペインや精神的苦痛、社会的苦痛に対する系統的なアセスメント方法や具体的な介
入方法の実践例など、他病院でどのように介入しているか参考にしたい。

看護師

看護師

コミュニケーションスキルACPに関する研修を希望します 看護師
がん患者のqol保つための社会的資源の運用について学びたいです。がん保険や、雇用支援など。
家族へのサポートでの留意点など。

医師

他職種連携の取り組みを実例をもとに学びたいと思います。 看護師

理由 職種

看護師

事例は分かりやすかったです。 看護師
今回のテーマとても勉強になりました。また事例を通して学びたいです。

スピリチュアル・ケアの実践について、骨転移について 作業療法士
家族支援について 看護師
終末期せん妄の薬剤コントロールについて在宅療養に向けた調整のポイント。
訪問看護師からの視点。

薬剤師

MSW
都合により、時間いっぱい参加することができませんでした。すみません。資料で確認させていた
だきます。ありがとうございました。

看護師

いつもありがとうございます。放射線療法についてなかなかイメージが湧かず、勉強が難しいため
教えていただきたいです。

項目 理由 職種

内容

また参加したいです。 看護師
患者さんからのちょっとした言動に対して、どう対処したらよいか、困ることが多い。具体的な文
言がほしい。

看護師

過去の研修が視聴できると良いです。（参加できないこともあるので） 看護師

コロナウイルスで研修が減っている中で、参加の機会をいただき有難かった。

看護師

26人…

薬剤師

5人

11%

医師 3人 7%

MSW 3人

7%

理学療法士 3人

7%

作業療法士 2人

5%

事務職員 1人

2%
その他 1人

2%
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